









































































































（Standard kindergartens），２．学童幼稚園（Kindergartens for school children），３．特別幼
稚園（Special kindergartens），４．オープン幼稚園（Open kindergartens），５．移動幼稚園
（Roving kindergartens, Mobile day homes），６．24時間幼稚園，および延長時間幼稚園











































































































































































































































































　先に述べてある「チャイルド・デイケア法」（the Child Day Care Act）は，1973年に施行
された。その後，1984年には，チャイルド・デイケアは「社会福祉法」（the Social Welfare 
Act）に基づく社会サービスの一般組織の一部として位置づけられ，また，「社会福祉およ




































































































































































































































央同盟」（the Central Union for Child Welfare）と「幼稚園教員協会」（the Association of 












1919：幼稚園教員が組織化された。The Association of 

































































































































議（the child welfare congress）で討議される。この際のフィンランドでの取りまとめにお
いては，前述の児童福祉中央同盟が中核的な役割を果たしている。この中央同盟は，幼児
教 育 世 界 機 構（OMEP ＝ Organisation Mondiale pour l’Education Préscolaire, the World 
Organisatioin for Early Childhood Education）のメンバーでもある。日本保育学会もそのメ
ンバーになっている。
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